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製造技能工芸学科では，開学当初のインターンシップの位置づけは，3 年生の 4 クォータと 4 年生の 1
クォータに履修することとして位置づけていた． 
しかし，近年の就職活動の流れを勘案すると 3 年生の 4 クォータと 4 年生の 1 クォータでは就職活動
とあまりにも重なるという意見があり，検討の結果，3 年生のインターンシップＡは 2 クォータに原則

















が進んでいることを条件とするため，インターンシップの手続きを開始する（3 の項を参照）2 年生の 3






建設技能工芸学科では，開学当初のインターンシップの位置づけは，2 年生の 2 クォータと 4 年生の 1
～2 クォータに履修として位置づけていた． 
これは，建設業において現場の業務はかなりの体力と気力を要することから，なるべく早い時期に現
場体験をさせようとしたことによるもので，基礎インターンシップは 2 年生の 2 クォータに原則全員が
履修とすることとした（実働 40 日）． 
一方，4 年生の専門インターンシップについては，就職活動との重なりや，インターンシップを履修
することで就職につながる場合（小規模事業所等）も多いと考えられることから，1 から 3 クォータの
中で 2 クォータ分を原則全員が履修するものとした（実働 80 日）． 
その後，専門インターンシップについては，1 クォータのみを必修相当扱い（全員履修），2 クォータ












年生の 3 クォータ末の時点で 20 単位（1 年次の履修単位数の概ね 1/2）と，必修科目の 1/2 以上を修得
しており，かつ実習科目や安全に関わる科目を履修できていることとした． 
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専門インターンシップについては，基礎インターンシップを履修済みであることとともに，卒業研究
に着手できる，つまり卒業準備ができる単位数としている 3 年生末での修得単位数が 104 単位を超えて
いることが条件である． 




































図 1 インターンシップ履修までのフロー 
表 1 インターンシップ関連手続き書類 
時期 6 ヶ月前頃 3 ヶ月前頃 1 ヶ月前頃 実施期間 1 ヶ月程度 
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表 2 2002～2009 年度の履修状況一覧 
年度 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 合計
新規開拓受入可能企業数（社）
製造技能
工芸学科 0 107 48 55 56 34 41 21 362
建設技能
工芸学科 141 119 201 186 152 115 131 77 1,122
計 141 226 249 241 208 149 172 98 1,484
当該年度受入可能企業数（社）
製造技能
工芸学科 0 107 128 133 151 122 126 97 864
建設技能
工芸学科 141 187 289 331 372 317 329 273 2,239
計 141 294 417 464 523 439 455 370 3,103
当該年度学生派遣企業数（社）
製造技能
工芸学科 0 79 78 90 77 86 81 68 559
建設技能
工芸学科 98 147 253 256 248 236 246 198 1,682
計 98 226 331 346 325 322 327 266 2,241
インターンシップ履修学生数（人）
製造技能
工芸学科 0 131 114 129 122 154 142 118 910
建設技能
工芸学科 140 175 296 330 333 330 329 272 2,205
科目認定 14 3 14 3 1 5 2 0 42












































2005，2009 年度の比較は図 4，5 の通りとなる． 
業種としては，専門工事，工務店，設計・コ
図 2 製造技能工芸学科の受入企業の業種 
図 3 製造技能工芸学科の受入企業の職種 
図 4 建設技能工芸学科の受入企業の業種 


































































































































2005 年度の調査対象は建設基礎（2 年生）164 人，製造Ａ（3 年生）120 人，建設専門（4 年生）166
人の計 450 人，2005 年 11 月 1 日現在での回収数は 188 人で，全体で約 42％の回収率である．2009 年度
の調査対象は建設基礎（2 年生）130 人，製造Ａ（3 年生）109 人，建設専門（4 年生）139 人の計 378




































































図 6 学生アンケート―インターンシップへの興味 
図 7 学生アンケート―インターンシップへの満足度 
  

















そのような意味では，ものつくり大学の卒業生約 1700 名のうち，2 割程度がインターンシップ先に就



































































































































































































































































いる者 57 78 65 62 55 54 59 312 317




22.4% 29.8% 24.0% 21.7% 17.7% 19.4% 7.9% 34.1% 19.1%
  





















2009 年 7 月から 2010 年 2 月の間，行田商工会議所による「国内インターンシップ事業」（中小企業
庁から日本商工会議所に委託された補助事業に採択されたもの）が実施された．本項では，その際に行
った受入企業へのアンケート調査から，企業にとってのインターンシップの意義にかかわるポイントを






















5.3.1 「第 9 回ものつくり大学教育研究推進
連絡協議会」事前調査における意見より 







○ 有効の方向であるとの回答が 6 割強． 
○ 有効でない理由として，他社に内定した学生は困る，内定に結びつかないなど． 
(3) インターンシップ生を採用する場合 
























図 9 インターンシップ生を受け入れた目的 
図 10 企業にとってのインターンシップ制度の意義 
 






































1997 年にインターンシップ元年と言われてから 13 年が経過し，日本インターンシップ学会が発足し
てから 10 年を迎える今日，インターンシップという言葉を知らない人が少ないというところまで到達し
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